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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、経済活動の正常化が進み、個人消費の回復やインバウンド需要の拡大な

どで緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、金利や為替変動による内外経済の先行きや物価上昇の長期化

などの要因もあり、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

当社グループの事業領域である情報サービス産業を取り巻く環境については、企業収益の改善傾向が続く中、人

手不足対応やテレワーク関連投資、デジタル化に向けたソフトウェア投資を中心に、企業のＩＴ投資への意欲は底

堅く、ＩＴ投資需要は引き続き拡大することが期待されます。当社グループの属する国内ＣＭＳ市場においてもＷ

ｅｂサイトの重要性が増してきていることから、ＷｅｂマーケティングやＷｅｂに関わる業務改善についても興

味・関心を持つ企業が増加してきております。また、コロナ禍以降、事業変革に向けデジタルトランスフォーメー

ション（ＤＸ）の取り組みが加速し、働き方改革に伴うクラウドや生成ＡＩの利用促進により、国内企業における

ＤＸ投資の需要は堅調に推移しております。

このような事業環境の中、当社グループは「そのビジネスに、伝える力を」をコンセプトとして、Ｗｅｂサイ

トコンテンツ管理システム「ｉｎｆоＣＭＳ」、及び次世代ＣＭＳ「ＬＥＮＳＡｈｕｂ（レンサハブ）」を活用

した、Ｗｅｂ受託開発・ＳａａＳサービスを主軸としたＷｅｂコーポレートコミュニケーションの総合支援を主

事業としております。子会社である株式会社アイアクトからは、ＡＩ（人工知能）を利用したファイル・サイト

内検索システム「Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈ」、ＡＩチャットボットシステム「Ｃｏｇｍｏ Ａｔｔｅｎｄ」のサ

ービスを提供するなど、自社開発のＣＭＳやＡＩ関連技術を用い、Ｗｅｂコーポレートコミュニケーションを通

じて、業務効率向上、将来の事業変革へと繋がる業務改善支援やＷｅｂマーケティングなどの情報発信の総合支

援サービスを提供する事業展開を行っております。

当連結会計年度においては、強固なセキュリティを有し、コーポレートサイトや製品サイトといったサイトカ

テゴリーに合わせたテーマ・テンプレートをノーコードで活用可能な次世代ＣＭＳ『ＬＥＮＳＡｈｕｂ（レンサ

ハブ）』を正式にリリースいたしました。また、業務効率の改善や、更なる収益基盤の拡大を図るため、ブラン

ドマーケティング支援を強みとする株式会社ブランドデザインや、情報発信ツールを用いたブランド価値の向上

支援について、多数の実績を有している株式会社撮影ティブの株式を取得しております。

これらの結果、当連結会計年度の売上高は2,010,575千円（前年同期比13.7％増）、営業利益は168,888千円

（前年同期比10.6％減）、経常利益は164,904千円（前年同期比2.0％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は

96,293千円（前年同期比3.3%減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は2,057,511千円となり、前連結会計年度と比較して429,912千円の増加となり

ました。流動資産は1,112,927千円となり、前連結会計年度と比較して118,982千円の増加となりました。これは現

金及び預金が86,047千円、受取手形、売掛金及び契約資産が35,853千円増加したこと等によるものであります。固

定資産は944,583千円となり、前連結会計年度と比較して310,929千円の増加となりました。これはソフトウエアが

259,042千円、のれんが66,576千円増加した一方、ソフトウエア仮勘定が79,441千円減少したこと等によるもので

あります。流動負債は505,057千円となり、前連結会計年度と比較して106,789千円の増加となりました。これは１

年以内返済予定の長期借入金が76,404千円、未払法人税等が17,184千円増加したこと等によるものであります。固

定負債は415,732千円となり、前連結会計年度と比較して225,528千円の増加となりました。これは長期借入金が

214,927千円増加したこと等によるものであります。純資産は1,136,721千円となり、前連結会計年度と比較して

97,594千円の増加となりました。これは利益剰余金が96,293千円増加したこと等によるものであります。

なお、当社グループはＷＥＢ受託開発・ＡＳＰサービス事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記

載はしておりません。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末より86,047千円増

加し、585,264千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は220,453千円（前期は123,528千円の獲得）であります。これは主に、税金等調

整前当期純利益164,904千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は426,589千円（前期は118,176千円の使用）であります。これは主に、無形固定

資産の取得による支出218,197千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、獲得した資金は292,183千円（前期は121,564千円の使用）であります。これは主に、長期借入

による収入430,000千円によるものであります。

（４）今後の見通し

このような事業環境の中、翌連結会計年度(2026年３月期)の業績見通しにつきましては、売上高2,277,796千円

(前年同期比13.3％増)、営業利益188,288千円(同11.5％増)、経常利益180,250千円(同9.3％増)、親会社株主に帰

属する当期純利益100,174千円(同4.0％増)を予想しております。

また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用して

おります。
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